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ごあいさつ

　この度、心理教育・家族教室ネットワーク第14回研究集会（東京大会）を平成23

年2月24日（木）25日（金）の2日間の日程で開催させていただくことになりました。

首都圏では市川大会以来3年ぶりとひさしぶりの開催となりました。

　心理教育・家族教室ネットワークは10余年にわたって研究集会を重ねるなかで、

多くの人が出会い、経験を共有することで、心理教育・家族教室が発展していく礎

となってきました。今回、その大きな流れを絶やすことなく引き継ぐことも私たち

の使命だと考え、大会のメインテーマを「つなげる・つづける心理教育」としま

した。そして、そこから心理教育さらに精神医療が充実・発展していくためには、

生物学的治療と心理社会的治療、病院と地域、多職種間、専門家と患者と家族、そ

して心理教育のベテランから新人までさまざまな次元でつながりあうこと、そして

そのつながりを保ち続けることが大切だと考えました。

　教育講演は独立行政法人国立精神・神経医療研究センターの樋口輝彦さんに「わ

が国の自殺・うつ病対策」の題でお話しいただきます。大会長講演は石郷岡純が

「抗精神病薬はこころをどのように回復させるのか」の題でお話しいたします。シ

ンポジウムでは「心理教育の基本と広がり」「心理教育のブレイクスルー」という

テーマをとりあげました。どんどん広がっている心理教育を見つめ直し、心理教育

の初心者からベテランまでが共有すべき知識、行動、精神を確認し合い、そして、

そこからのさらなる発展のために心理教育が乗越えなければならないことは何かに

ついて考えてみたいと思います。そのほかにも、＜つなげる・つづける＞を基本

テーマに、魅力あふれる講師の皆さんにバラエティに富んだ10のワークショップ

を企画していただきました。

　この会での出会いや交流の中で一人ひとりがエンパワメントされることを願って

おります。

心理教育・家族教室ネットワーク第14回研究集会
大 会 長　 石郷岡　純

（東京女子医科大学医学部精神医学教室）

事務局長　 大下　隆司
（東京女子医科大学医学部精神医学教室）
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座
長
：
根
本
 隆
洋

　
　
　
  （
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
）

講
師
：
肥
田
 裕
久
（
ひ
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

共
催
：
ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

１
．臨
床
上
の
成
功
事
例
 

贄
川
 信
幸
（
日
本
社
会
事
業
大
学
社
会
事
業
研
究
所
）

２
．研
究
、
教
育
の
観
点
か
ら
；

　
Bi
o-
ps
yc
ho
-so
ci
al
の
視
点
の
確
保
を
め
ぐ
る
話
題

  
稲
田
 　
健
（
東
京
女
子
医
科
大
学
）

３
．近
接
領
域
で
の
活
動
か
ら
の
発
言
 
恒
松
 由
記
子
（
こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
）

指
定
討
論
者
：
後
藤
 雅
博
（
新
潟
大
学
） 、
池
淵
 恵
美
 （
帝
京
大
学
）

9 ：
00
～

11
：3

0  
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 7

う
つ
か
ら
の
復
職
支
援
と

心
理
教
育

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
：

　
内
田
 江
里

（長
谷川
メン
タル
ヘル
ス研
究所
）

　
遊
佐
 安
一
郎

（長
谷川

メン
タル

ヘル
ス研

究所
）

演
者
：

　
内
田
 江
里
、
後
藤
 雅
博

　
遊
佐
 安
一
郎
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一般演題一覧

2月24日木 第6会場

座　長 No. タイトル 演　者

15：10～

山口 一
桜美林大学

1 SCOP（Stress Coping Program）
～早期精神病に対する心理教育／ CBTプログラム

市橋 香代
ささがわ通り 心・身クリニック
デイケア早期リハビリコース
（社会医療法人居仁会）

2 るえか式心理教育
～デイケア初回面談に導入した取り組み～

櫻田 睦子
医）宙麦会ひだクリニック

15：40～

渡邉 真里子
福間病院

3
東京女子医科大学版心理教育プログラムの精神科
医師教育への活用
～後期研修医へのアンケート調査から～

大橋 優子
東京女子医科大学医学部
精神医学教室

4 入院中から外来へ繋げるうつ病集団心理教育
―再入院率の調査とその効果―

前川 理紗
総合心療センターひなが
（社会医療法人居仁会）

16：10～

高橋 結花
東京女子医科大学

5 初石病院における持効性注射剤の処方患者に
対する心理教育の取り組み

佐藤 俊之
初石病院

6 精神科急性期治療病棟からの早期心理教育プログ
ラムの報告　～地域生活を自分らしく送るために～

小林 悦子
東加古川病院

16：40～

三輪 健一
湖南病院

7 精神障害者の家族介護者に対する個別心理教育的
支援

佐藤 大介
千葉県立保健医療大学
リハビリテーション学科

8 家族による家族学習会　～4年目の活動報告～
中村 由嘉子
名古屋大学大学院医学系研究科
精神医学分野

17：10～

小林 清香
東京女子医科大学

9 心理教育グループの組織創り
松永 智香
社会医療法人近森会近森病院
第二分院

10
デイケア（クリニック併設）での家族会の取り組み
～ スタッフの勢いでスタートし、家族にもらう力で
継続中～

山本 泰雄
デイケアクリニック
ほっとステーション
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2月25日金 第6会場

座　長 No. タイトル 演　者

9：00～

瀬戸屋 希
聖路加看護大学精神看護学

11 家族心理教育プログラムの回数変更の試み
馬場 安希
国立国際医療研究センター国府台病院

12 家族と共に学ぶ統合失調症患者の地域生活について
～家族教室で社会復帰関連施設の見学を実施して～

関川 望美
社団医療法人智徳会岩手晴和病院

9：30～

吉田 光爾
独立行政法人国立精神・
神経医療研究センター
精神保健研究所
社会復帰相談部

13 統合失調症への「心理教育と SST」プログラム
の実践報告

古賀 香代子
独立行政法人国立病院機構菊池病院
臨床研究部

14 統合失調症への「心理教育と SST」プログラム
の評価について

三善 富士雄
独立行政法人国立病院機構菊池病院
臨床研究部

10：00～

加瀬 昭彦
横浜舞岡病院

15 急性期から作業療法介が開始され、外来移行後に
心理教育を基に介入した症例

大川 綾子
東京女子医科大学病院 リハビリ
テーション部 精神科作業療法

16 地域精神保健活動における SST実践の可能性に
ついて

藤原 隆之
特定非営利活動法人
いわてソーシャルサポートセンター

17 少年院における発達に課題がある少年に対する
認知的アプローチ

守谷 泰弘
愛知少年院

10：45～

上原 徹
群馬大学健康支援総合

センター

18 「自分自身で、共に」という当事者研究が開く世界
―知的創造モデルの観点から―

いとうたけひこ
和光大学現代人間学部心理教育学科

19 浦河べてるの家の当事者研究
―ナラティブとコミュニティの観点から―

小平 朋江
聖隷クリストファー大学看護学部
看護学科

20
精神障害を持つ人と共に地域で心地よく生活する
ための、住民自身のニーズ
―東京都民を対象とした調査から―

千葉 理恵
東京大学大学院医学系研究科
健康科学・看護学専攻精神看護学分野
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会場周辺地図

「新宿ランプ」

新宿NSビル

京王百貨店

小田急百貨店

新　宿　駅

ルミネエスト東口

新宿サザンテラス

新宿住友ビル

新宿三井ビル

ヒルトン
東京

新宿
アイランドタワー

小田急
ハルク

東京医科
大学病院

新宿
モノリス

新宿ファースト
ウェストビル

新宿駅
南口

工学院
大学 新宿

センタービル

コクーン
タワー明治安田

生命ビル

地下街
西口

首都高速4号線

地 下 道

J  R  線 至 池袋･中野至 東京･渋谷

歌舞伎町

東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線

西
新
宿
駅

地 下 道

地 

下 

道

ル
ミ
ネ

甲 

州 

街 

道京 

王 

新 

線京 

王 

線

小
田
急
線

東京都庁

新宿西口駅

都
庁
前
駅

新宿中央公園 都
営
大
江
戸
線

京王プラザホテル

JR新宿駅西口下車　徒歩5分

京王線・小田急線・地下鉄（東京メトロ丸の内線・都営新宿線）
新宿駅下車　徒歩5分

都営大江戸線 都庁前駅 B1出口すぐ
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会場案内図

5F

42F

47F

コンコードボールルーム
ホワイエ

ランチョン
整理券配布場所

PC受付

インフォメーションボード

あけぼの

あさひ

ひかり あかねカラオケ
フォーティーセブン

多 摩 武 蔵 御 岳

津久井 相 模

かとれあ こすもす あぜりあチャペル
前室

プラザ
チャペル

エスカレーター エスカレーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

南館へ➡

42F、47Fへは
こちらの
エレベーターを
ご利用ください。

47Fへは
こちらのエレベーターを
ご利用ください。

クローク

クローク

ク
ロ
ー
ク

が
あ
で
に
あ

み
も
ざ

第1会場
コンコード （A･B）

第2会場
富　士

第5会場
あおぞら

第3会場
高　尾

第4会場 第6会場

懇親会会場
コンコード （C）

運営委員会会場

本 部

書籍ブース

総合受付

書
籍
ブ
ー
ス
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ご　案　内

■ 参加者の方へ

1） 参加受付

 平成23年 2月24日（木）　9：45～　受付開始 
2月25日（金）　8：15～　受付開始

 5階　総合受付にて承ります。 
 　〈参加費（当日、抄録集代含む）〉 
 　　会員 7,000円　　非会員 8,000円　　当事者 1,000円　　学生／家族 2,000円

 ・参加証は所属・氏名をご記入の上、会場内では必ず見えるように付けてください。

 ・学生の方は当日、受付にて学生証をご提示下さい。

 ・追加の抄録集をご希望の方には、当日受付にて1部1000円で販売いたします。

2） 懇親会

 ・ 第1日目（24日）のプログラム終了後、18：00より、5階コンコード Cにて懇親
会を行います。

 ・お申し込みは総合受付にて行っております。会費は5,000円です。

 ・当日の参加も可能ですので、総合受付までお問い合わせください。

3） ランチョンセミナーについて

 ・ランチョンセミナーへ参加ご希望の方は、整理券をお受け取り下さい。

 ・整理券は、両日とも参加受付開始時より、総合受付横にて配布いたします。

 ・整理券の枚数には限りがあります。お早めにお申し込みください。

4） 手荷物のお預かりについて

 ・ 手荷物は、ホテル5階のクローク、および3階のメインクロークにてお預かりい
たします。貴重品はお預かりできませんのでご了承ください。

5） 会場のご利用について

 ・ 会場内では、携帯電話等の音の出る端末は電源をお切りいただくか、マナーモー
ドに設定してください。

 ・会場内は禁煙です。ホテルの外に喫煙所があります。

 ・ホテル内に自動販売機はありません。2階にコンビニエンスストアがあります。

 ・ 会場内でのご案内はスタッフ章をつけたスタッフが対応いたします。お困りの際
にはお声がけください。

 ・けがをされたり、ご気分のすぐれない方は会場内のスタッフまでお申し出ください。
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6） 伝言版のご活用について

 ・ 会場内では、放送での呼び出しは行いません。参加者への連絡事項等は総合受付
横に設置された伝言板をご活用ください。

7） 録音・録画・カメラのご使用について

 ・ 事務局の許可なく、セッションを録音すること、演者、参加者の写真撮影を行う
ことは固く禁止しております。

8） 書籍等の販売について

 ・ 5階　コンコードAB前のスペースにて書籍の展示・販売を行います。

 ・ 最終日の販売時間は15：30までとさせていただきます。

9） 心理教育・家族教室ネットワークへのご入会

 ・ 入会受付を5階にご用意しております。この機会にご入会いただければ幸いです。

■ 一般演題演者の方へ

・ 発表時間は1演題15分（発表10分、質疑応答5分）です。時間厳守にご協力下さい。

・ 2月24日ご発表の方は、2月24日13時まで 
2月25日ご発表の方は、2月24日17時半まで 
に PC受付にスライドをご提出ください。

・ スライドの受付をおすませの上、ご発表の10分前までに、発表会場の次演者席にご
着席下さい。

■ 座長の方へ

・ 座長の方は、ご担当セッションの開始10分前までに発表会場にお越しください。

・ 担当セッション中の司会進行、時間管理等は座長に一任いたします。

■ 運営委員の方へ

・ 2月24日（木）　12：50～13：50　42階　津久井　にて運営委員会を行います。



2月24日木

抄　　録
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1
日
目

大
会
長
講
演

大会長講演

石郷岡 純
東京女子医科大学医学部精神医学教室

座長：後藤　雅博（新潟大学）

抗精神病薬はこころをどのように回復させるのか

　統合失調症から回復させるために多くの治療法が開発されてきており、薬物療法も、

心理教育もそのひとつである。一般に、治療法の原理として、①病因を排除する（感染

症における抗生剤の使用）、②病理部分を排除する（悪性腫瘍のある臓器を切除する）、

③回復力を高める（休息を取って風邪を治す）などがあるが、薬物療法の原理がどのよ

うなものなのかを知り、医療者間で理解を共有しておくことは、チームが行う医療を有

効なものとするためには不可欠なことである。そこで、本講演では、統合失調症治療に

かかわる医療者にとって押さえておくべき、抗精神病薬療法の治療原理について述べる

こととする。

　抗精神病薬の最終目標はレジリエンスの強化にあると考えられており、その結果精神

病状態から回復していく過程を援助・強化する治療法と言える。そこで、薬物療法の原

理を理解するためには、統合失調症におけるレジリエンス（あるいはその強化）の生物

学的実態とはどのようなものかを把握する必要がある。統合失調の脳機能研究から得ら

れた今日的理解によると、この疾患におけるレジリエンスの低下をもたらしている主要

な問題点は、情動・社会情報プロセッシング（一般的に社会認知機能あるいは情動記憶

機能と言われるものに相当）に関わる脳機能の失調である可能性が高くなってきた。具

体的な脳の局在としては、腹側外側扁桃体と前頭前野を軸とし、腹側被蓋野、側座核を

含んだ神経回路が主要な場である。この回路においてはドパミン神経が主要な役割を果

たしており、抗精神病薬はそのドパミンD2受容体遮断作用を通じて、この回路の失調

を改善し、その結果情動情報処理機能や社会認知機能の改善を図ることにより、レジリ

エンスの強化機能を発揮していると考えられる。

　抗精神病薬に対するこのような理解は、他の治療法を改良・発展させていくためにも

多大な示唆を与えるものと思われる。
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1
日
目

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1

S1-1  心理教育の基本と展開
－心理教育の理念と技術のエッセンスと標準化の問題－

大島 巌（日本社会事業大学）

S1-2 心理教育の効果 －何を期待することができるか－
下寺 信次（高知大学）

S1-3 さまざまな疾患や社会的困難への広がり
前田 正治（久留米大学）

S1-4 さまざまな主体や実施場所の広がり
後藤 雅博（新潟大学）

S1-5 さまざまな治療技術との連携・統合
遊佐 安一郎（心理技術研究所／長谷川メンタルヘルス研究所）

シンポジウム1

心理教育の基本と広がり

趣　　旨

　心理教育は統合失調症の家族を対象に開発され、その再発防止効果から広
く知られるようになっており、現在では疾患を超えて、さまざまなプログラ
ムや設定で行われるようになっています。このシンポジウムでははじめに、
家族及び当事者を対象とした心理教育の基本、すなわち理念と技術を提示す
ることで心理教育のエッセンスとは何かを確認した後、どのような広がりを
見せているかについて概観したいと思います。2日間の大会会期の冒頭に行
われるシンポジウムであり、その後のさまざまなワークショップやシンポジ
ウムに通底する心理教育の本質について、参加者の合意づくりをするととも
に、2日間の会期の中でこれからの発展を皆で考えていく上での共通認識と
したいと考えています。演者には心理教育についてのベテランをそろえて、
初心者の入門編となるように、また経験者にとっては再確認の場となるよう
に工夫していますので、ぜひ大勢の参加を期待しています。

オーガナイザー：池淵 恵美（帝京大学） 　　
大島 巌（日本社会事業大学）
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1
日
目

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1

シンポジウム1　S1-1　

大島 巌
日本社会事業大学

心理教育の基本と展開
－心理教育の理念と技術のエッセンスと標準化の課題－

　近年、日本でも心理教育の意義と有効性が精神保健福祉関係者の間で広く受け入れら

れるようになりました。それを踏まえて効果的な心理教育プログラムを、ニーズをもつ

多くの障害をもつ方本人やご家族に対して幅広く適用できるよう、心理教育・家族教室

ネットワークでは標準版家族心理教育研修会を開催し、研修会を実施するインストラク

ターの養成に取り組んでいます。また心理教育の実施・普及のために、効果的モデルの

ツールキットを導入し、その体系的な実施をサポートするコンサルタントの養成が検討

されつつあります。心理教育の理念と技術のエッセンスは、これら心理教育の標準化の

ために整理されようとしています。効果的な取り組みを、体系的に実施・普及し、展開

するためには、ネットワークとして、この「エッセンス」を整理する必要があるから

です。

　心理教育の意義や理念の位置づけには次の二つの系譜があります。すなわち、①脱施

設化が進行する中で、回転ドア現象を防止し疲弊した家族を支援するために家族心理教

育が科学的根拠を蓄積して来たこと、②当事者・家族主体の精神保健福祉サービスを実

現する上で心理教育が支援の要の位置にあることが認識されるようになったこと、です。

　本報告では、この二つの系譜を踏まえながら、より有効で有益な心理教育の理念と技

術のエッセンスがどのようにまとめられてきたのか、効果の上がる心理教育の実施・普

及のために標準化の課題は何か、に焦点を当てて報告したいと考えます。
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1
日
目

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1

シンポジウム1　S1-2

下寺 信次
高知大学医学部 神経精神科学教室

心理教育の効果
－何を期待することができるか－

　心理教育には患者さんの再発防止や家族の心理的な負担の軽減などの様々な効果が期

待できる。精神疾患を有する患者さんの家族は病気から起こる様々な変化に気づきにく

くひどく戸惑うことが多い。このような混乱した状態は家族の感情表出を高めることに

なり、家族の心理的な負担のみではなく患者さんの病状の悪化にも大きく影響する。心

理教育は患者さんと家族がともに治療に向かって前向きに進んでいく際の大きな糧とな

るものである。きちんとした知識と対処方法により医療者との連携も効率的に行えるよ

うになる。また、心理教育は再発防止による医療コストの削減にも大いに役立っている。



2月25日金

抄　　録
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2
日
目

教
育
講
演

教育講演

樋口 輝彦
国立精神・神経医療研究センター理事長・総長

座長：石郷岡 純（東京女子医科大学）

わが国の自殺・うつ病対策

　わが国の自殺者数は平成10年以後、12年連続3万人を超える状態が続いており、国

をあげて自殺対策に力が注がれている。自殺の原因は複雑であり、今日の経済状況とも

密接に絡む部分があるので、単純化することは避けるべきであるが、警察庁の「自殺

の原因・動機別の分類」によればその第1位は「健康問題」であり、中でも精神疾患

がその背景として重要であることは、よく知られている。中でも気分障害や薬物・アル

コール依存の占める割合が高く、自殺の防止を考える上で、これら精神疾患の早期発見・

早期治療は重点対策のひとつである。うつ病患者の大半が初めて受診する先はかかりつ

け医であり、うつ病の診断が、その時点でつけられる割合は20～30％と言われる。う

つ病を早期に発見するためには、かかりつけ医のうつ病診断能力の向上が鍵になる。そ

の観点から、医師会、関連学会は一般医へのうつ病啓発活動を展開してきた。一方、一

般市民への「うつ・自殺」啓発も重要である。「眠れますか？」という単純なメッセー

ジが有効とする取り組みなど、様々なスクリーニング法が研究されており、医療関係者

と一般市民双方の努力がうつ病の早期発見・早期治療、自殺防止へと結実することが期

待される。
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2
日
目

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2

S2-1 臨床上の成功事例
贄川 信幸（日本社会事業大学）

S2-2 研究、教育の観点から；Bio-psycho-socialの視点の確保をめぐる話題
稲田 健（東京女子医科大学）

S2-3 近接領域での活動からの発言
恒松 由記子（こども教育宝仙大学）

指定討論者：  後藤 雅博（新潟大学）
池淵 恵美（帝京大学）

シンポジウム2

心理教育のブレイクスルー
～心理教育を実践するうえで生じた壁を乗り越えよう～

趣　　旨

　心理教育は現在の精神科治療において、薬物療法などの生物学的治療と心
理社会的治療の両者をつなげ、多職種の医療者と当事者、家族をつなぎ、医
療機関と地域をつなぎながら発展しています。大会冒頭のシンポジウム1では、
心理教育の基本的なエッセンスと今後の可能性について確認し、2日間のワー
クショップでは、心理教育のたくさんの手法が紹介されます。これらを踏ま
えたうえで、シンポジウム2では心理教育を行う際の問題点、実践している現
場で感じられる壁を取り上げ、議論したいと思います。各演者からは、継続
可能なモデルとその定着上の工夫や、スタッフの教育に関する課題と実践、
適切な情報伝達ということについて精神科領域が抱える問題点などについて
話題提供します。心理教育をつなげ、つづけていく際に出会う壁を越えてい
くための方法を模索し、心理教育全体、さらには精神科医療全体、あるいは
医療全体の発展を考えた議論になることを期待したいと考えています。

オーガナイザー：伊藤 順一郎（独立行政法人国立精神・神経医療研究センター）
稲田 健（東京女子医科大学） 　　　　　　　　　　　　　　　
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心理教育・家族教室ネットワーク第14回研究集会（東京大会）

協賛・後援団体

協　　賛

」製薬株式会社

大日本住友製薬株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

明治製菓株式会社

日本イーライリリー株式会社

ヤンセンファーマ株式会社

ファイザー株式会社

吉富薬品株式会社

アステラス製薬株式会社

塩野義製薬株式会社

ノバルティスファーマ株式会社

エーザイ株式会社

株式会社中島映像教材出版
 （順不同）

後　　援

東京都

（社）日本精神科病院協会

（社）東京精神科病院協会

（社）日本精神神経科診療所協会

東京精神神経科診療所協会

（社）日本精神科看護技術協会

（社）日本精神保健福祉士協会

（社）日本作業療法士協会

（社）日本看護協会

（社）日本栄養士会

（社）日本臨床心理士会
 （順不同）
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第14回研究集会（東京大会）　実行委員会

大 会 長

石郷岡 純 東京女子医科大学

事務局長

大下 隆司 東京女子医科大学

実行委員

池淵 恵美 帝京大学

石澤 和絵 長谷川病院

稲田 健 東京女子医科大学

井上 敦子 東京女子医科大学

大島 巌 日本社会事業大学

小野 賢一 東京女子医科大学

門山 律子 東京女子医科大学東医療センター

小林 清香 東京女子医科大学

瀬戸屋 希 聖路加看護大学

高橋 はづき 東京女子医科大学

高橋 結花 東京女子医科大学

福井 里江 東京学芸大学

遊佐 安一郎 心理技術研究所／長谷川メンタルヘルス研究所

（五十音順）

運営事務局

株式会社ケイ・コンベンション
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表　紙 画：篠原知子さん

春を告げる辛
こ ぶ し

夷の花とふきのとうの芽
吹きが、時間のつながりと新しい始まり
を表しています。本大会の<つなげる・
つづける>というメインテーマをイメー
ジして描いていただきました。
スタッフ一同、心より感謝申し上げます。




